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Поздравляем	
с новым 2022 годом 

Желаем всем вам добра и крепкого здоровья❗ 	

 
明 �

2020 年春以降のコロナ禍で活動が制約
される中、キルギス共和国日本語教師会も、事
業計画の見直しが迫られたり、イベント開催に
あたって従来に増して創意工夫が求められた
り、会員は活動そのものに対するモチベーショ
ン維持にも苦労する状況です。 

さまざまな困難にもかかわらず、多くの
人に支えられ、昨年も実施事業総数は多くはな
いものの、それぞれ目標を達成できたことを喜
びたいと思います。 

会員の皆さん、日本語学習者の皆さん、
そして教師会活動に関心を持ってご支援ご協
力くださった皆様に感謝申し上げます。 

今年もよろしくお願いいたします。 

役員および常設委員会代表一同�

2022 年日本語関連事業実施予定 
＊開催時期変更の可能性もあります 

2 月：『キルギス日本語教育研究』第６号発行 

3 月：会報No.64 発行 

4 月：キルギス共和国 2022 日本語弁論大会 
   キルギス日本語教育セミナー 
5 月：第 25 回中央アジア日本語弁論大会 
（2022 年はカザフスタンが開催担当国） 
中央アジア日本語教育セミナー（カザフ） 

5 月～12月：隔月開催の教師会勉強会 
（「キルギスの日本研究」事業の一環として実施） 

6 月：会報No.65 発行 

7 月：2022 年第 1 回 J L P T 日本語能力試験実施 

8 月：第 6 回「日本学・日本語教育国際研究大会」 

9 月：会報No.66 発行 
モスクワ国際学生日本語弁論大会代表選考会 

10 月：モスクワ国際学生日本語弁論大会（モスクワ） 

12 月：2022 年第２回 J L P T 日本語能力試験実施 
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キルギス共和国日本語教師会のもう一つの拠点 

オシュ支部の開設と活動目標 

ママーシェワ・ジィデグーリ 
キルギス共和国日本語教師会オシュ支部支部長 

（オシュ国立教育大学講師） 
 

◉2021 年 10 ⽉ 25 ⽇、 共和国⽇本語教師会定例会議 ⽀部 創設 採
択 。 州 南部 ⽇本語教育 ⼀層 普及 教師 学習者
対 ⽀援 ⽬指 、⽀部 活動⽬標 以下 通 。 

 
• ⽀部 会員 教師会主催 ⽇本語教師対象
学術 勉強会 積極的 参加 �

• ⽀部 ⽇本語教師会合 定期的 開 本部定
例会議 報告 、会報 報告記事 提出 �

• ⽇本語 学 学⽣ 弁論⼤会 ⽇本語
関連⾏事 参加 ⾏ �

• ⽇本語弁論⼤会実施 ⽂化的 ⾏事 事
業実施 際 教師会実⾏委員会 参加
協⼒ 惜 �

• ⽀部独⾃ 勉強会 ⽇本語学習 関
企画 �

�

キルギス南部地域の日本語教育 ①オシュ国立大学 
◆ 国⽴⼤学 、国際関係学部 東洋学歴史学
部、 地域学科 ３ 専攻過程 ⽇本語教
育 ⾏ 。�
◆⽇本語科 2000年 ・ 先⽣

開設 。現在、学⽣数 16⼈ 。�

エセナリエワ・アイグル先生 

地域学専攻課程 

◆国際研究学科地域
学専攻課程 学⽣
41⼈ 学 。
⽇本語 先⽣

・
先⽣ 。学⽣
多 京都⺠際⾔

語学校 留学協定
基 派遣
。�

ザリーナ先生と学生たち 

◆ 、夢橋
、 派遣

学⽣ ⽇本企業 ⾼ 評価 得 。�

東洋学部 

◆⼤学付属東洋学部 ⽇本語 第 2
外国語 学 。学⽣ 25⼈ 。
指導 ・ ・
先⽣ 。�

◆ ５年間 留学制度
市 技能実習 ⽇本 ⾏ 若者 多

。昨年9⽉ ⽇本
設⽴ 定期的 交流会 ⽇本語

実施 。�
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キルギス南部地域の日本語教育 ②オシュ国立教育大学 
◆ 南部地域 国⽴総合⼤学 国⽴
教育⼤学 ⽇本語教育 ⾏ 。�

◆ 国⽴教育⼤学 、1924 年 南部地域 初
設⽴ ⼤学 。主要学部 ⼈⽂学部、 ・
学部、英語学部 �
◆2016年、⽇本技術研修 送 出 機関「 Japan�Style

・ （夢橋 ）」 開
、開設当時 ⽇本 ⽇本語 興味 持 若者

多 。2018 年 国⽴教育⼤学
・ 協定 ⼈⽂学部内 地域学専攻課程 新
設 。 昨年１２⽉「 ⽇本
」 名称変更 。�

◆現在在籍 学⽣ ９名 、将来的 増員
⾒込 。学⽣９名 ５名 ⽇本語能⼒試験
N5 N4 合格 、在籍者 学習意欲 ⾼ 。�

◆10 ⽉末 実施 国際
学⽣⽇本語弁論⼤会代表選考会 審査
結果、３学年 学 ・
・ 代表 選
。�

◆12 ⽉ 18 ⽇ 開催
国際⼤会 機会 得
、 国⽴教育⼤ ⽇本語教育
⼤ 成功 、今後 更 発展
第⼀歩 ⾔ 。指導教員 、学⽣
成⻑ 地域 ⽇本語学習者 拡⼤
向 活動 続 上 ⼤ 励
。�

�
筆者（ジィデグーリ）とアイダナ 

 
◆ 国⽴教育⼤学 ・ ・⽇本

、⽇本 伝統⽂化
⾏ 、地域 ⼈々 ⽇本⽂

化紹介、 訪 ⽇本 ⽅ ⽂化紹
介 。�
◆ 「 」
。 続 、⽇本 触
⽇本語 学 学⽣

要望 、近々 作
。�

�
◆ ⽇本 （旧「夢橋 ・

」） ⽇本 留学 技能実習派遣 就職 関
活動 、⽇本語 訪⽇

前⽇本語研修 実施 。80 ⼈以上
学 。⽇本語学習 ⽬的 ⽇本留学 ⽇本企業
就職 多 。�

◆ ⽇本 市 国⽴
２校 協定 結 、介護

技能実習⽣ ⽇本 派遣 事業
実施 。�
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「第 2 回オンライン勉強会」開催 
10 月 10 日に中国湖南師範大学の笈川幸司先生に講演していただきました。カイロ大学の森田先生による
「第 1 回オンライン勉強会」に続いて J F 助成事業「キルギスの日本研究」の一環として開催されたもの
です。第2回も様々な国からたくさんのお客様にお越しいただき、とても充実した勉強会となりました。 

12月 25日には、「第3回オンライン勉強会」として国際交流基金日本語上級専門家としてキルギス日本人
材開発センターやモスクワ市立教育大学で活躍された黒岩幸子先生に「読解のヒント」のテーマで講演して
いただきました。黒岩先生による第3回勉強会詳細は、会報No.64 でお伝えする予定です。 

作文で一番大事なこと 

笈川幸司（中国湖南師範大学） 
◆私 初 知 、⼤学時代、旧
連 独⽴ 果 「 共和国」
名前 NHK 流 時 。 ⽇
本語教師会 世話 時 先⽣
名前 、 ⽇本語教育 盛

⾏ 知 。�
◆ 後、 先⽣ 連絡 機会
、幸 世界 困難 陥 前
訪問 叶 。 皆様 付 合

機会 恵 ⼼ 幸
思 。�
◆ 、本講座 、「作⽂ 秘訣」 話
機会 。「作⽂ 添削 ⼤変 」

悩 ⽇本語教師 知 、以前、漫
才師 私 、⽇本語教育 違 ⾓度

⽇本語教育 貢献
考 、 ⼤会 優勝者 輩出 頃

使 秘訣公開 踏 切 。�
◆⼦育 学⽣ 指導 同 、「頑張 精神」
「我慢 精神」 ⼤事 、⽇本⼈ ⽇
本 関 海外 皆 、 精神的
頼 感 。 、
、 良 ⽅法 、悪 ⾔ ⽅ 、

知 、我慢 限界 、教師
学⽣ 信頼関係 損 思 、教
師 負担 学⽣ 負担 ⼤幅 減
。⽇本語学習 続 考 学⽣、⽇本語 教

思 学⽣ 増 。 、作⽂
皆 話

。�

◆講座 中 話
、作⽂ ⼀番⼤事

。
、 ⼈

間 、 話
考

、
話 、皆 理解 上 、⼀番⼤切

、「情熱」「熱 想 」「熱
気持 」「強 思 」、 「愛」 ⼤切 話

。�
◆ 皆 反応 ⼼配

、幸 、皆 暖
、 参加

、本当 良 思 。�
実 、⽇本語 教 中 、発⾳指導
、学⽣ ⽇本語⼒ 短期間 ⼤幅 引 上

、 話
。 、 感情 誤解

恐 、 皆 話
。�

◆⽇本語教育 、教師 最 ⼤事
、 「熱 想 」

前提 、
知 、習得 、実践 、教師 学⽣ 負

担 ⼤幅 減 。�
◆ 、 機会 、
教師研修 。�
�

＊ ＊� ＊� ＊� ＊� ＊� ＊� ＊� ＊� ＊�
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10 月の勉強会の感想 
J. ミヘルチッチ（キルギス・ロシア・スラブ大学准教授） 

◆ ⽇本語教師会 10 ⽉ 10 ⽇ 催 勉
強会 参加 、良 思

。 川先⽣ 講演
、 作⽂ 書 ⽅
。講演 分

、役 ⽴ 。�
◆「起承転結」 ⾔ 表現 聞
、 ⼩学校 習 、

作⽂ ｢始 ｣、｢本⽂｣、｢終 ｣ 相当
思 、講演者 指摘 様々 作

⽂ 側⾯ 興味深 。例 、作⽂ 「
話 」 、「明 未来」

終 、聞 ⼿ 注意 引 、伝達 ⼒
思 。�

◆作⽂ 書 、私 含 、苦⼿ ⼈
多 、書 ⽅ 理論 習得 、練習
、熟達 。�

◆重要 、伝 課題 内容 思 。
内容 上⼿ 伝 、何 役

⽴ 。 、良 考 下⼿ 提供
、分 、 残念

思 。�
◆ 、 作⽂ 書 ⽅ 勉強

。勉強会 参加 ⼈ 少
残念 思 。�

＊＊＊＊＊＊＊�

 

勉強会で学んだこと 
ママーシェワ・ジィデグーリ（オシュ国立教育大学講師） 

◆2021 年 10 ⽉ 10 ⽇、 川先⽣
勉強会 実施 。参加者 26⼈
国内外 ⽇本語 教師 参加 。
作⽂ 書 ⽅ 。�

◆作⽂ 書 ⽅ 四 、
1番⽬ 暗 話（短 ）、2番⽬ （出

会 ）、3 番⽬ 、 4 番
⽬ ＆明 未来（決意）、 分

。�
◆暗 話 2 ⽂章 ⼗分 、
「 、 、誰 誰 、 、 」
、 情報 詳 書 、

読 ⼿ 劇的 変化 起
書 、最後 明 未

来 短 ⾔葉 書 、 内容 。�
◆以上 4 作⽂ 簡単 書

教 。書 作⽂
例 出 。 中 私 気 ⼊

、「⼆⼈ 先⽣ 笑顔 私 ⼤切 教
」 中国 学⽣ 書 」作⽂

。�

◆勉強会 次 学
3 分間
発表 仕⽅ 。最

初
選 ⼤事 、例
「⾼齢出産 」

聞 ⼿ 期待 抱
⾯⽩

、聞 。�
◆ 、先⽣ 話 、 ⼤会 前 朗
読 聞 ⼿ 理解
発表 。
、 相⼿ 尊重
会話 進 ⼤事 、 態度 話
⽅、 、誠実 笑顔 質問 話

。�
◆勉強会 、我々⽇本語教師 ⽂字通
勉強 。作⽂ 書 ⽅、

効果的 発表 仕⽅、
話 。�

�

第 2回オンライン勉強会について 
ベクザーダ・ラスロヴァ（オシュ国立教育大学附属オシュ日本センター講師） 

�

◆私 留学⽣時代 弁論⼤会 参加 、 私 作⽂ ⽇本
語 先⽣ 直 、作⽂ 正 書 ⽅ 知 。
10 ⽉ 10 ⽇ ⾏ 勉強会 、作⽂
。 、感情 ⼀番⼤事 忘
。学⽣ 限 応⽤ 。�

◆勉強会 参加 。�

�
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「第 2 回オンライン勉強会」に参加して 
 
◇2021 年 10 ⽉ 10 ⽇（⽇） 川先⽣

勉強会 ⾏ 。勉強会 作
⽂ 書 ⽅、発表 仕⽅ 。�
◇作⽂ 書 暗 話 始 聞
⽅ 興味持 、 話
進 ⾔ 事 伝

⼀番良 ⼀ 感
。�

◇外国⼈ 場合 作⽂ ⼆ 出 ⼤丈夫
、 。先⽣ 話 、

学⽣ 書 、先⽣ 話合 直 前
作⽂ 先⽣ 相談 作⽂ ⼆
。 、学⽣ 書 作⽂

、 国 習慣 特徴 伝 作
⽂ 。普通 ⽇本⼈ 理解

、外国⼈ ⽇本語 教 ⽅
理解 、 。�

◇発表 、
⼤事 思

。 良
良 ⾔ 事

伝
思 。�
◇勉強会 教 頂 事
学⽣ 伝 、学⽣ 良 作⽂ 書
⼀⽣懸命頑張 嬉 。�

�
◇第 2回 勉強会 参加 頂

。
願 。�
�

アビジラジモフ・ヌルスルタン 
オシュ国立教育大学附属オシュ日本センター講師 

 
 

�
Бессонова Елена Юрьевна 

Доцент кафедры японской  
филологии ИСАА МГУ, 
Кандидат филологических наук 

 
 

Спасибо большое за 
организацию лекции по написанию сочинений. 

Было все очень хорошо организовано, тема 
актуальная. Отдельное спасибо за оперативно 
присланный раздаточный материал. 

Преподавание письменной речи - одна из 
важных задач в процессе обучения японскому 
языку. Однако вводить в учебный процесс аспект 
"сочинение" достаточно трудно, так как 
возникает проблема "неестественного языка", 
трудны сочинения и для оценивания.  

Поэтому предложенный лектором шаблон 
написания сочинения безусловно поможет 
студентам в освоении аспекта "сочинение", а 
преподавателю в оценке созданного текста. 

Как художник сначала учиться рисовать 
определенные формы и линии, так и студенты 
могут начинать с шаблонов, постепенно 
переходя в творческое поле, но при этом уже 
научившись правильно строить предложения и 
мыслить на "естественном" японском языке. 

Спасибо организаторам и лектору. 

�
ベッソーノワ・エレーナ 
モスクワ国立総合大学附属アジア・アフリカ諸国大学 
准教授、Ph. D（文献学） 
�
�
◇作⽂ 書 ⽅ 実施

、 。�
◇ 構成 、 適切
思 。 、資料 配布
特 感謝 。�
◇⽇本語教育 、「書 」 指導 重要
課題 ⼀ 、往々 「不⾃然 ⾔葉遣 」

問題 、 評価
難 、作⽂指導 教育現場 導⼊
難 。�

◇ 、講師 川先⽣ ⽰ 作
⽂ 模範例 、学⽣ 作⽂ 書 ⽅ 習得
上 、 教師 ⽂ 評

価 上 役⽴ 。�
◇ 、 決 ⼀定 形
線 描 ⽅ 学 、作⽂ 模範例
参照 始 徐々 独⾃ 創造的 分野
進 、 加 正 ⽂章
組 ⽴ ⽅ 「⾃然 」⽇本語 思考 ⾝

。�
◇主催者 皆 、講師 川先⽣ 感謝申 上

。�
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勉強会で学んだこと 
～大切にしたい：文に書くことも、声で伝えることも～ 

バザルクロフ・デニス（ビシケク国立大学 3 年） 

▷勉強会 私 初 作⽂ 書 ⽅ 秘
訣 教 。 川先⽣ 話 聞

、 知 。勉強
会 参加 友⼈ 「
書 」 教 。�

▷勉強会 、 川先⽣ 作⽂ 読 上
聞 、改 発⾳ ⼤切 気付 。参
加者 反応 全体 雰囲気 良 思

。勉強会 川先⽣ 使 資料 、
参加者全員 配信 。�

▷ 素晴
役 ⽴ 参加

勧
国⽴⼤学 ⽇本語⽇本⽂

学研究講座 先⽣⽅ 感謝
。�

▷ 、貴重 機会 提供
共和国⽇本語教師会 実⾏委員 皆様 、⼼
礼申 上 。⼤変勉強 。

。�

�
�
�

自分の考えをどう表現するか 
～学んだこと、考えたこと、そして実践してみたいこと～ 

アルマシェワ・マリカ（ビシケク国立大学 3 年） 

▷10⽉ 10⽇ 講義 、
興味深 新 、勉強

。�

▷私 川先⽣
勉強会 正 書 ⽅ ⾃

分 考 表現 ⽅法 教 。作⽂
⼿本 ⽤意 、

。�

▷勉強会 、 ⼿本 読 終 、
先⽣ 誤解 部分 理解

。�

▷勉強会 何度 分 、
学 意⾒ 出 合 整理

。�

▷最初 別 時、運
意⾒

交換 。聞 分
、先⽣ 簡単 ⾔葉 説明 �

、私 傍観者 、実際 会
話 参加 。�

▷2 回⽬ 分 、⽇本語
⾳声 少 ⽿ 慣 、先⽣ 声

聞 。 、⽇本語
⾯⽩

。� �

▷ 勉強 、 ⽇本語 勉強
、⽇本語 学 上 難

、 質問 、 正 発⾳
⼤事 指摘 。�

▷
機会 与

教師会 先⽣⽅ 感謝 。勉強会 参加
貴重 経験 積 、多 、興味深 学

。特 、弁論⼤会 原稿 書
、学 ⽅法 実践 必 効果 思
。�

�
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大切なのは作文に込めた熱い思い 
そして、それをいかに伝えるか 
ベイセムビノフ・スレイメン（ビシケク国立大学 3 年） 

▷⽇本語教師会主催 第 2回 勉強会
、作⽂ 構築 必須

。�

▷講師 川先⽣ 、提
⽰ 「⽇本語弁論⼤会」

原稿 作⽂ 良 ⼟台
。 、 ⾯⽩
、 始 、 終 、⽂章構成
⼯夫 教 。�

▷ 、何 重要 作⽂ 込 思
、 読 ⼈ 聞 ⼈

⼗分伝 、 先⽣
付 加 。 川先⽣ 話 聞 、今
⾃分 作⽂ 構成⽅法 何 不⾜

。 ⾃分 気
、参加 ⼈ 新

発⾒ 。�

▷ 、提⽰ 作⽂
他 参加者

意⾒ 交換 深 考
察
。読 聞 作

⽂ 、⽂章 美 作者
気持 感情 伝

、深 印象 残 。⽇本語 勉強
⼈ ⽇本語弁論⼤会 挑戦

、 勧 。�

▷勉強会 新 得 情報 参加者 詳
検討 際 妨 、 不具

合 問題 。 、悪天候
、

。 以外 ⾔ 、 、今回 勉強会
私 ⾮常 印象深 。�

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊�

�
�

作文に特別なテクニックはない 
～書くことが上達の秘訣～ 

ウィレンスカヤ・ユーリヤ 
ビシケク国立大学大学院生（東洋学・国際関係学研究科修士課程） 

▷10 ⽉ 10 ⽇、「⽇本語学
習」 「研究 夢」
「第2回オンライン勉

強会」 参加 。�

▷講師 川先⽣ 、話
⽅ ⽂章 読 上 感情豊

、必要 応 上
下 ⾃由⾃在、 ⽅法 本当
存知 。�

▷先⽣ 作⽂ 読 上 聞 、
⾃分 物語 中 思 。�

▷ 川先⽣ 、躊躇
。魂 話 ⽅ 、私 本当 感

動 。 巧 点 、
先⽣ ⼈ 思 。�

▷作⽂ 書 ⾃分 難 思
、先⽣ ⼤切

学 。先⽣
、作⽂ 特別 。 、

書 書 、上達 確 。�

＊＊＊＊＊＊＊＊＊�
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モスクワ国立総合大学が開催した 
オンライン方式研究大会に参加して 

ヴォロビヨワ・ガリーナ、PhD 

◆2021年 10⽉ 29〜30⽇ M.V. ・
国⽴総合⼤学附属 ・ 諸国⼤

学 �CIS�諸国⽇本語教師会 国際交
流基⾦ 事務所 共催 ⽇本学・⽇本語教育
学国際研究⼤会 Zoom� Microsoft� Teams

実⾏
。参加者 約170⼈ 。�

◆１⽇⽬ 、 後同時
2 発表 ⾏ 。2⽇⽬
同時 3 発表 ⾏

。発表時間 質疑応答 含 15分 、発表 20
分質疑応答10分 形 慣 短
感 。 ⽇本語教育 歴史、⽇
本語教育⽅法論、⽇本⽂化研究、⽇本語教育
⽂化的側⾯、教授表、教材作成、会話能⼒育成
関 4 国（ 、⽇本、
、 ） 56⼈ 研究者 ⽇本語教

師 発表 。残念 （1
⼈） （1⼈）以外CIS 諸国 発表者

。発表 主 語 、
数⼈ ⽇本⼈ ⽇本語 発表 。�

◆様々 発表 多 、全部 聞
、私 興味深 科

学 ・ 教授
「⽇本⽂化研究 」、 国⽴総合�

⼤学付属 ・ 諸国⼤
学 ・ 教
授 「私 先⽣⽅ ⽇本語教
育⽅法論的遺産」、 市⽴
⼤学 ・ 先
⽣ 「⼤学 ⽇本語指導 慣⽤句
使⽤ ⾔語⽂化的 意義及 教
訓的 意義」、神⽥外語⼤学 ⾼橋亘先⽣ 「
読 楽 読 ⽇本語多読活動

―近年 実践 例 ―」 発表
。私 発表 「常⽤漢字 画 使⽤頻度
経験的法則 適合性」 、Zipf 法則、

Menzerath‒Altmann 法則及 Pareto 法則
適合性 対象 話 。司会者
・ 先⽣ 届 津

⽥塾⼤学 関先⽣ 受 取 刺激
。�

◆最近 禍 ⾏
様々 国 ⽅式 研究会 開催

、参加 発表 可能性
急激 増 世界 狭
感 。 終 ⽅
式 実⾏ 研究会 続 期待 。�

◆ ⼤会 実⾏委員会 皆様、発表
誠 。�
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